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男  28，405人（+52） 

平成14年6月1日現在（　）は前月との比較 

市の人口 市の人口 
 

女  29，217人（+59） 
合計  57，622人（+111） 

世帯数  20，849世帯（+67） 

古紙配合率100％再生紙を
使用しています

ゲ
ー
ム
や
歌
で
楽
し
く

ゲ
ー
ム
や
歌
で
楽
し
く 

ゲ
ー
ム
や
歌
で
楽
し
く 

普
賢
寺
幼
稚
園
の
３
・
４
・

５
歳
児
約
３０
人
が
、
６
月
４
日

に
同
幼
稚
園
近
く
の
田
ん
ぼ
で

泥
だ
ら
け
に
な
り
な
が
ら
田
植

え
を
し
ま
し
た
。
秋
に
は
約
１

５
０
�
の
収
穫
を
見
込
ん
で
お

り
、
地
域
の
み
な
さ
ん
を
招
き

餅
つ
き
大
会
を
開
く
予
定
を
し

て
い
ま
す
。

田
植
え
を
し
た
４
�
の
田
ん

ぼ
は
、
地
元
の
大
冨
譲
さ
ん
か

ら
提
供
さ
れ
た
も
の
。「
園
児

た
ち
に
田
植
え
を
さ
せ
て
あ
げ

て
」
と
い
う
申
し
出
が
き
っ
か

け
で
「
い
ろ
ん
な
人
や
地
域
と

の
関
わ
り
を
広
め
、
日
ご
ろ
体

験
で
き
な
い
こ
と
を
一
緒
に
し

よ
う
」
と
同
幼
稚
園
が
企
画
し

た
も
の
で
す
。

田
植
え
に
は
保
護
者
や
祖
父

母
・
地
元
の
人
な
ど
約
５０
人
も

参
加
。
子
ど
も
た
ち
は
、
大
冨

さ
ん
や
祖
父
母
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
受
け
な
が
ら
、
秋
の
収
穫
を

楽
し
み
に
、
苗
を
丁
寧
に
植
え

付
け
ま
し
た
。

６
月
７
日
、
普
賢
寺
小
学
校

に
ア
メ
リ
カ
・
オ
ク
ラ
ホ
マ
州

の
青
年
訪
問
団
が
訪
れ
、
児
童

た
ち
と
ゲ
ー
ム
や
給
食
を
い
っ

し
ょ
に
食
べ
て
、
楽
し
い
一
日

を
過
ご
し
ま
し
た
。
同
小
学
校

を
訪
れ
た
の
は
、
オ
ク
ラ
ホ
マ

州
立
大
学
生
ら
２０
〜
２５
歳
の
男

女
８
人
で
、
午
前
１０
時
ご
ろ
に

普
賢
寺
小
学
校
に
到
着
。
全
児

童
１
０
９
人
の
温
か
い
拍
手
で

迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

体
育
館
で
行
わ
れ
た
交
流
会

で
、
児
童
を
代
表
し
６
年
生
の

瀧
山
友
里
栄
さ
ん
か
ら
「
普
賢

寺
地
域
で
は
、
な
か
な
か
外
国

文
化
に
触
れ
る
機
会
が
な
い
の

で
、
今
日
の
日
を
と
て
も
楽
し

み
に
し
て
い
ま
し
た
」
と
歓
迎

の
言
葉
が
贈
ら
れ
、
交
流
が
ス

タ
ー
ト
。
参
加
者
全
員
で
ゲ
ー

ム
な
ど
を
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
訪
問
団
メ
ン
バ
ー

は
各
学
年
ご
と
１
・
２
人
ず
つ

分
か
れ
、
児
童
か
ら
の
日
本
文

化
の
紹
介
や
一
緒
に
歌
を
歌
っ

た
り
、
給
食
を
食
べ
ま
し
た
。

同
州
立
大
学
生
の
リ
ン
ダ
・

カ
ー
タ
ー
さ
ん
は
「
日
本
文
化

に
興
味
が
あ
り
、
京
都
に
来
ま

し
た
。
ボ
ー
ル
遊
び
が
楽
し

か
っ
た
」
と
ま
た
、
４
年
生
の

山
村
愛
美
さ
ん
は
「
い
っ
し
ょ

に
遊
べ
て
お
も
し
ろ
か
っ
た
。

い
ろ
ん
な
こ
と
を
教
え
て
欲
し

い
」
と
話
し
、
楽
し
い
一
時
を

過
ご
し
ま
し
た
。薬物の乱用をなくしましょう！

6月26日は国際麻薬乱用撲滅デー 6月26日は国際麻薬乱用撲滅デー 6月26日は国際麻薬乱用撲滅デー 

普
賢
寺
小
児
童
が
米
国
大
学
生
と
交
流

普賢寺幼

泥
だ
ら
け
に
な
り
な
が
ら
田
植
え

秋
の
収
穫
が
楽
し
み

６
月
２６
日
は
国
際
麻
薬
乱
用
撲
滅

デ
ー
で
す
。
今
日
、
薬
物
乱
用
問
題
は
全

世
界
的
な
広
が
り
を
見
せ
、
人
間
の
生
命

は
も
と
よ
り
社
会
や
国
の
安
全
や
安
定
を

脅
か
す
な
ど
、
人
類
が
抱
え
る
最
も
深
刻

な
社
会
問
題
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
ま

す
。薬

物
乱
用
の
誘
惑
は
、
い
た
る
所
に

存
在
し
て
い
ま
す
。

▼
眠
気
が
取
れ
る
、
元
気
に
な
る
、

い
や
な
こ
と
が
忘
れ
ら
れ
る

▼
一
回
だ
け
な
ら
大
丈
夫
、
他
の
人

も
や
っ
て
い
る
、
麻
薬
と
は
違
う
合
法
的

な
薬▼

ス
タ
イ
ル
が
良
く
な
る
、
ダ
イ

エ
ッ
ト
に
効
果
が
あ
る

な
ど
、
巧
み
な
言
葉
で
忍
び
込
ん
で

き
ま
す
。

こ
ん
な
誘
い
を
「
ダ
メ
！
」
と
断
る

勇
気
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

アドバイスを受けながら田植えをする普賢寺幼稚園児（水取地域）

子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
ボ
ー
ル
遊
び
を
す
る
オ
ク
ラ
ホ
マ
州
青
年
訪
問
団
の
み
な
さ
ん
（
普
賢
寺
小
学
校
）
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広
報
紙
に
掲
載
の
写
真
さ
し
あ
げ
ま
す
。 

　
　
ご
希
望
の
方
は
市
役
所
４
階
広
報
広
聴
課 

　
　
　
　
　
（
�
６４
・
１
３
２
０
）
へ 

５
月
３０
日
に
「
建
設
リ
サ
イ

ク
ル
法
」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
法
律
は
、
建
設
（
建

築
・
土
木
）
工
事
で
発
生
す
る

廃
棄
物
の
適
正
な
処
理
と
資
源

の
有
効
利
用
（
再
資
源
化
＝
リ

サ
イ
ク
ル
）
を
行
い
、
循
環
型

社
会
経
済
シ
ス
テ
ム
を
作
っ
て

い
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

個
人
住
宅
の
解
体
工
事
で
も

資
材
別
に
分
別
し
て
解
体
を
行

う
こ
と
と
、
発
生
し
た
廃
棄
物

（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
・
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
製
品
・
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
・
木
材
）
の
再
資
源
化
を
行

わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

発
注
者
（
施
主
）
は
、
解
体

工
事
の
内
容
を
工
事
着
手
７
日

前
ま
で
に
、
京
都
府
田
辺
土
木

事
務
所
へ
届
け
出
る
こ
と
や
施

工
業
者
と
の
書
面
契
約
書
が
必

要
で
す
。
契
約
書
に
書
か
れ
た

金
額
は
「
分
別
解
体
」「
再
資

源
化
」
が
で
き
る
も
の
で
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

問
合
せ
先
＝
京
都
府
田
辺
土

木
事
務
所
（
�
６２
・
０
０
４
７
）

社 
協 

よ 
り 

だ 

出
張
ひ
だ
ま
り
の
会

日
時
＝
６
月
２５
日
�
午
後
１

時
３０
分
〜
３
時

場
所
＝
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
＝
市
内
の
高
齢
者

内
容
＝
ひ
だ
ま
り
ス
タ
ッ
フ

が
企
画
し
た
小
物
作
り
を
楽
し

み
ま
す

参
加
費
＝
無
料

申
込
・
問
合
せ
先
＝
社
会
福

祉
協
議
会
（
�
６２
・
２
２
２
２
）

視
覚
障
害
者
対
象
に

料
理
教
室
開
き
ま
す

日
時
＝
６
月
２７
日
�
午
前
１０

時
〜
午
後
１
時

場
所
＝
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
＝
市
内
に
在
住
す
る
視

覚
に
障
害
の
あ
る
人

参
加
費
＝
２
０
０
円

し
め
き
り
＝
６
月
２１
日
�

申
込
・
問
合
せ
先
＝
府
視
覚

障
害
者
協
会
京
田
辺
支
部
長

岡
井
（
�
６５
・
３
０
４
５
）

下
水
道
の
都
市
計
画

変
更
案
の
縦
覧
に
つ
い
て

市
は
、
快
適
で
住
み
よ
い
生

活
環
境
を
作
る
た
め
、
公
共
下

水
道
の
整
備
を
進
め
て
い
ま

す
。
今
回
、
健
全
な
都
市
の
発

展
と
公
共
用
水
域
の
水
質
保
全

を
図
る
た
め
、
下
水
道
計
画
区

域
の
変
更
を
計
画
し
て
い
ま

す
。こ

の
計
画
を
定
め
る
に
あ
た

り
「
下
水
道
の
都
市
計
画
変
更

案
」
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。
な

お
、
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
縦

覧
内
容
に
対
し
て
、
意
見
書
を

人
権
擁
護
委
員
に

神
谷
・
岡
山
両
氏

６
月
１０
日
の
市
議
会
定
例
会

で
議
会
は
、
人
権
擁
護
委
員
に

神
谷
ミ
チ
ヨ
さ
ん
（
６９
）
＝
花

住
坂
＝
と
岡
山
稔
さ
ん

（
６５
）
＝
薪
＝
の
両
氏
を
適
任

と
し
ま
し
た
。

公
園
プ
ー
ル
か
ら

お
知
ら
せ
で
す

７
・
８
月
の
「
ワ
ン
ポ
イ
ン

ト
レ
ッ
ス
ン
」
は
お
休
み
し
ま

す
。問

合
せ
先
＝
田
辺
公
園
プ
ー

ル
（
�
６５
・
３
１
１
３
）

南
山
城
養
護
学
校
で
開
催

府
教
育
委
員
会
は
、
南
山
城

養
護
学
校
で
「
ふ
れ
あ
い
体
験

講
座
」
を
開
き
ま
す
。

講
座
日
程
＝
①
７
月
１８
日
�

午
前
１０
時
〜
正
午
②
８
月
２４
日

�
午
前
１０
時
〜
正
午
③
９
月
１９

日
�
午
前
１０
時
〜
正
午
④
未
定

（
９
月
下
旬
〜
１０
月
上
旬
で
開

催
予
定
）
⑤
１１
月
８
日
�
午
前

１０
時
〜
正
午
⑥
１２
月
３
日
�
午

前
１０
時
〜
正
午
⑦
１２
月
１２
日
�

午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分

場
所
＝
南
山
城
養
護
学
校

（
精
華
町
）

内
容
＝
▼
学
校
見
学
▼
授
業

や
地
域
の
行
事
に
生
徒
と
い
っ

し
ょ
に
参
加
な
ど

対
象
＝
１８
歳
以
上
の
人

定
員
＝
２０
人
程
度

申
込
方
法
＝
は
が
き
に
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
電

話
番
号
を
書
い
て
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

し
め
き
り
＝
７
月
１５
日
�

申
込
・
問
合
せ
先
＝
南
山
城

養
護
学
校
学
校
開
放
講
座
係

（
〒
６
１
９
・
０
２
３
１
相
楽

郡
精
華
町
山
田
、
�
７２
・
７
２

５
５
）

気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。

市は、普通救命講習会を行います。
開催日・場所＝▼6月23日�・消防署▼6月29日

�・北部住民センター
時間＝午前9時～正午
定員＝いずれも先着20人
申込・問合せ先＝▼消防署（�63・1125）▼北

部出張所（�65・0119）
食べ物や子どもがおもちゃを飲み込んだりし

て、のどに詰まらせると窒息の原因になります。
右図のように、のどをわ
しづかみにして、声もだ
せず苦しんでいる格好の
人を見れば「窒息」と疑
い、一刻も早く詰まって
いる物を取り除かなけれ
ばなりません。
普通救命講習会では、

心肺蘇生法をはじめ、異
物除去法などを学びま
す。

教
育
委
員
会
は
、
今
年
も
試

行
と
し
て
夏
休
み
に
留
守
家
庭

児
童
会
へ
入
会
す
る
児
童
（
小

学
校
４
年
生
）
を
募
集
し
ま
す
。

開
設
期
間
・
時
間
＝
７
月
２２

日
�
〜
８
月
３１
日
�
・
午
前
８

時
３０
分
〜
午
後
６
時
（
た
だ
し
、

日
曜
日
と
８
月
１３
日
�
〜
１７
日

�
は
除
き
ま
す
）

開
設
場
所
＝
現
在
通
学
す
る

小
学
校
区
域
の
留
守
家
庭
児
童

会
（
た
だ
し
、
普
賢
寺
小
学
校

区
を
除
き
ま
す
）

対
象
者
＝
市
内
に
在
住
し
、

両
親
が
勤
務
ま
た
は
病
気
な
ど

の
理
由
で
夏
休
み
の
期
間
中
、

家
庭
で
児
童
の
保
育
を
す
る
人

が
い
な
い
家
庭
の
小
学
校
４
年

生
の
児
童

定
員
＝
４０
人
（
現
在
、
留
守

家
庭
児
童
会
に
入
会
し
て
い
る

小
学
校
１
〜
３
年
生
を
含
み
ま

す
。
た
だ
し
、
定
員
に
な
り
次

第
し
め
き
り
ま
す
）

負
担
金
＝
５
千
円
（
減
免
措

置
が
あ
り
ま
す
）

申
込
方
法
＝
社
会
教
育
課
に

備
え
付
け
の
申
込
用
紙
に
必
要

事
項
を
書
い
て
、
負
担
金
と
保

険
料
（
４
５
０
円
）、
在
職
証

明
書
（
父
母
と
も
）
を
添
え
て

同
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

郵
送
で
の
申
し
込
み
は
受
け
付

け
ま
せ
ん
。

受
付
期
間
＝
６
月
２０
日
�
〜

２７
日
�
（
た
だ
し
、
土
・
日
曜

日
は
除
き
ま
す
）

受
付
時
間
＝
午
前
８
時
３０
分

〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
５
時

そ
の
他
＝
負
担
金
の
ほ
か

に
、
お
や
つ
代
と
し
て
１
日
７０

円
が
必
要
で
す
。

申
込
・
問
合
せ
先
＝
社
会
教

育
課
（
�
６４
・
１
３
９
３
）

留守家庭児童会へ入会しませんか 留守家庭児童会へ入会しませんか 
小学校4年生の児童が対象

突発的な事故に対応するため

建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法
施
行

循
環
型
社
会
シ
ス
テ
ム
を
目
指
し

◇解体工事実施の流れ 

施工建設業者 

�
書
面
契
約

書
面
契
約 

（
解
体
費
用
・
再
資
源
化

（
解
体
費
用
・
再
資
源
化 

　
費
用
記
入
）

　
費
用
記
入
） 

�解体工事内容の事前届け出 

�必要な助言・勧告・命令 

�
再
資
源
化
完
了
の

再
資
源
化
完
了
の 

　
書
面
報
告

　
書
面
報
告 

�
書
面
契
約 

（
解
体
費
用
・
再
資
源
化 

　
費
用
記
入
） 

�
再
資
源
化
完
了
の 

　
書
面
報
告 

発注者 
（解体工事依頼者） 

京都府田辺土木事務所 

市
は
こ
れ
を
受
け
て
、
両
氏

を
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
と

し
て
、
法
務
大
臣
に
推
せ
ん
し

ま
す
。

提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

縦
覧
と
意
見
書
受
付
期
間
＝

６
月
１９
日
	
〜
７
月
３
日
	

時
間
＝
午
前
８
時
３０
分
〜
正

午
、
午
後
１
時
〜
５
時

縦
覧
場
所
＝
下
水
道
課

問
合
せ
先
＝
下
水
道
課
（
�

６４
・
１
３
５
２
）

市
民
総
体
サ
ッ
カ
ー

日
時
＝
７
月
１４
日
�
午
後
７

時
３０
分
か
ら

場
所
＝
培
良
中
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド参

加
資
格
＝
市
内
に
在
住
・

通
勤
・
通
学
す
る
１８
歳
以
上
の

人
参
加
費
＝
１
チ
ー
ム
１
０
０

０
円し

め
き
り
＝
６
月
２８
日
�

申
込
方
法
＝
田
辺
中
央
体
育

館
に
備
え
付
け
の
申
込
書
に
必

要
事
項
を
書
い
て
同
体
育
館

内
、
社
会
体
育
協
会
事
務
局
へ

持
参
・
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
の
い

ず
れ
か
の
方
法
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先
＝
社
会
体

育
協
会
事
務
局
（
〒
６
１
０
・

０
３
３
１
京
田
辺
市
田
辺
丸
山

１９
、
田
辺
中
央
体
育
館
内
、
�

６２
・
１
５
０
１
、
�
６２
・
１
５

３
４
）

歌
謡
発
表
会
と
詩
吟
詩
舞

発
表
会
の
出
場
者
募
集

文
化
協
会
は
、
ふ
る
さ
と
市

民
歌
謡
発
表
会
・
市
民
詩
吟
詩

舞
発
表
会
（
後
援
＝
教
育
委
員

会
）
の
出
場
者
を
募
集
し
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
応
募
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

【
市
民
歌
謡
発
表
会
】

日
時
＝
９
月
８
日
�
午
前
９

時
３０
分
か
ら

場
所
＝
中
央
公
民
館

参
加
資
格
＝
市
内
に
在
住
・

通
勤
・
通
学
す
る
人

参
加
費
＝
１
人
１
８
０
０
円

申
込
方
法
＝
社
会
教
育
課
に

備
え
付
け
の
申
込
用
紙
に
必
要

事
項
を
書
い
て
、
費
用
を
添
え

高
齢
者
保
健
福
祉

計
画
委
員
会
を
公
開

市
は
、
高
齢
者
保
健
福
祉
計

画
委
員
会
を
、
市
民
ま
た
は
市

の
高
齢
者
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ

れ
て
い
る
人
や
、
そ
の
家
族
を

対
象
に
公
開
し
ま
す
。

日
時
＝
７
月
２
日
�
午
後
２

時
か
ら
（
集
合
時
間
は
、
午
後

苦
し
そ
う
な
人
を
見
か
け
た
ら
窒
息

を
疑
い
ま
し
ょ
う

１
時
３０
分
で
す
）

場
所
＝
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

定
員
＝
１５
人
（
申
込
多
数
の

場
合
は
抽
選
を
し
ま
す
）

し
め
き
り
＝
６
月
２７
日
�

申
込
・
問
合
せ
先
＝
介
護
保

険
室
（
�
６４
・
１
３
３
７
）

て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

し
め
き
り
＝
７
月
１５
日
�

申
込
・
問
合
せ
先
＝
▼
文
化

協
会
歌
謡
の
部
長
　
岡
井
（
�

６２
・
０
２
５
１
）
▼
文
化
協
会

事
務
局
（
社
会
教
育
課
内
、
�

６４
・
１
３
９
３
）

【
市
民
詩
吟
詩
舞
発
表
会
】

日
時
＝
９
月
２２
日
�
午
後
１

時
か
ら

場
所
＝
中
央
公
民
館

発
表
内
容
＝
詩
・
剣
・
扇

舞
・
構
成
吟
・
俳
句
吟
な
ど

参
加
資
格
＝
市
内
に
在
住
・

通
勤
・
通
学
す
る
人

申
込
方
法
＝
社
会
教
育
課
に

備
え
付
け
の
申
込
用
紙
に
、
必

要
事
項
を
書
い
て
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

し
め
き
り
＝
７
月
１９
日
�

申
込
・
問
合
せ
先
＝
▼
文
化

協
会
詩
吟
詩
舞
連
盟
　
代
表

+
本
（
�
６２
・
１
０
９
１
）
▼

文
化
協
会
事
務
局
（
社
会
教
育

課
内
、
�
６４
・
１
３
９
３
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

開
設
し
ま
し
た

消
防
本
部
は
「
市
民
と
共
に

災
害
の
な
い
ま
ち
づ
く
り
」
を

目
指
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を

提
供
し
て
地
域
に
密
着
し
た
消

防
業
務
を
進
め
る
た
め
、
６
月

１
日
か
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開

設
し
ま
し
た
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
＝

http://w
w
w
.kyotanabe.

ed.jp/shoubou/index.
htm
l問

合
せ
先
＝
消
防
本
部
総
務

課
（
�
６３
・
１
１
２
５
）

府
民
総
体
予
選
会
の

参
加
者
募
集
し
ま
す

社
会
体
育
協
会
と
教
育
委
員

会
は
府
民
総
体
予
選
会
の
参
加

者
を
募
集
し
ま
す
。

申
込
方
法
＝
田
辺
中
央
体
育

館
に
備
え
付
け
の
申
込
用
紙
に

必
要
事
項
を
書
い
て
、
社
会
体

育
協
会
（
中
央
体
育
館
内
）
へ

持
参
ま
た
は
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス

の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。（
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
登
録
者
は
各

地
区
理
事
へ
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
）

申
込
・
問
合
せ
先
＝
社
会
体

育
協
会
事
務
局
（
〒
６
１
０
・

０
３
３
１
京
田
辺
市
田
辺
丸
山

１９
、
田
辺
中
央
体
育
館
内
、
�

６２
・
１
５
０
１
、
�
６２
・
１
５

３
４
）

【
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
】

日
時
＝
７
月
１２
日
�
・
２１
日

�
・
８
月
９
日
�
・
２５
日
�
、

そ
れ
ぞ
れ
午
前
８
時
３０
分
か
ら

（
４
日
間
の
内
い
ず
れ
か
の
２

日
間
で
４
ゲ
ー
ム
を
し
、
こ
の

う
ち
上
位
４８
人
を
選
出
、
９
月

１
日
�
の
二
次
予
選
で
決
定
し

ま
す
）

場
所
＝
田
辺
公
園
多
目
的
運

動
広
場

参
加
資
格
＝
市
内
に
在
住
・

通
勤
・
通
学
す
る
１８
歳
以
上
の

人
参
加
費
＝
１
日
参
加
ご
と
に

１
人
１
０
０
円

し
め
き
り
＝
７
月
８
日
�

【
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
】

日
時
＝
７
月
７
日
�
午
前
９

時
か
ら

場
所
＝
田
辺
中
央
体
育
館

参
加
資
格
＝
市
内
に
在
住
・

通
勤
・
通
学
す
る
３０
歳
以
上
の

人
チ
ー
ム
構
成
＝
３０
歳
代
男
女

の
各
１
人
・
４０
歳
以
上
男
女
の

各
１
人
を
含
む
６
〜
８
人

参
加
費
＝
▼
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

連
盟
に
登
録
し
て
い
る
チ
ー
ム

…
５
０
０
円
▼
同
連
盟
に
登
録

し
て
い
な
い
チ
ー
ム
…
１
０
０

０
円抽

選
会
日
時
・
場
所
＝
６
月

２７
日
�
午
後
７
時
３０
分
か
ら
・

田
辺
中
央
体
育
館

し
め
き
り
＝
６
月
２４
日
�

【
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
】

日
時
＝
７
月
１３
日
�
午
前
８

時
３０
分
か
ら

場
所
＝
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

常
磐
苑

参
加
資
格
＝
市
内
に
在
住
・

通
勤
・
通
学
す
る
１８
歳
以
上
の

人
チ
ー
ム
構
成
（
男
女
と

も
）
＝
監
督
…
１
人
・
競
技
者

…
５
〜
８
人

参
加
費
＝
１
チ
ー
ム
１
０
０

０
円し

め
き
り
＝
７
月
１
日
�
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時と場所 

毎月 第２水曜日（市役所会議室） 
 第４水曜日（北部住民センター） 

いずれも午後１時３０分～４時 
祝日の場合はありません 

？ 

？ 

？
 

相談は無料で、秘密は固く守ります。 
　お気軽にお越し下さい。 

健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
ま
す
か
？
。
会
社
を
辞
め
た
人
や
家
族
の
扶
養
か
ら
外
れ
た

人
、
以
前
に
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
で
他
の
市
町
村
か
ら
本
市
へ
転
入
さ
れ
た
人
な
ど

は
、
そ
の
日
（
資
格
発
生
日
）
か
ら
１４
日
以
内
に
国
保
年
金
課
で
加
入
の
手
続
き
を
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
手
続
き
が
遅
れ
る
と
、
加
入
手
続
き
を
し
た
日
か
ら
し
か
同
保
険

は
使
え
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
国
民
健
康
保
険
税
は
い
つ
手
続
き
を
さ
れ
て
も
、
資
格
発
生

日
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
徴
収
さ
れ
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
不
利
益
が
生
じ
ま
す
の
で
、
加
入
対

象
者
は
至
急
に
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。
問
合
せ
先
＝
国
保
年
金
課
（
�
６３
・
１
１
２
２
）

病
気
や
け
が
を
し
た
時
に
経

済
的
に
心
配
す
る
こ
と
な
く
安

心
し
て
医
療
機
関
に
か
か
れ
る

国
保
の
加
入
者
は
、
職
場
の

健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
な
い

市
内
に
在
住
す
る
次
の
よ
う
な

人
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。
た

だ
し
、
生
活
保
護
を
受
け
て
い

る
人
は
除
き
ま
す
。

▼
農
林
水
産
業
・
商
店
主
・

自
営
業
者
な
ど
自
分
で
事
業
を

営
ん
で
い
る
人
▼
パ
ー
ト
・
ア

ル
バ
イ
ト
な
ど
一
定
の
収
入
は

あ
る
が
、
職
場
の
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
な
い
人
▼
年
金
生

活
者
な
ど
で
、
他
の
社
会
保
険

な
ど
の
被
扶
養
者
と
な
っ
て
い

な
い
人

会
社
を
退
職
し
年
金
を
受
け

取
っ
て
い
る
人
と
そ
の
家
族

で
、
次
の
要
件
に
当
て
は
ま
る

人
は
「
退
職
者
医
療
制
度
」
で

医
療
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。年

金
を
受
け
取
っ
た
ら
、
年

金
証
書
・
保
険
証
・
印
鑑
を

持
っ
て
、
国
保
年
金
課
で
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者

▼
７０
歳
未
満
の
老
人
保
健
に
該

当
し
て
い
な
い
人
▼
厚
生
年

金
・
各
種
共
済
組
合
な
ど
の
老

齢
年
金
や
退
職
年
金
な
ど
の
受

給
者
で
、
加
入
期
間
が
２０
年
以

上
で
あ
る
か
、
４０
歳
以
降
に
１０

年
以
上
あ
る
人

本
人
負
担
額
＝
入
院
・
通
院

と
も
３
割
か
ら
２
割
に

被
保
険
者
の
負
担
額
＝
入
院

の
み
３
割
か
ら
２
割
に

国
保
の
財
源
と
な
る
国
民
健

康
保
険
税
は
、
そ
の
年
の
必
要

な
医
療
費
か
ら
国
な
ど
か
ら
の

負
担
分
や
病
院
な
ど
で
支
払
う

自
己
負
担
分
を
除
い
た
分
が
、

保
険
税
で
賄
わ
れ
ま
す
。

保
険
税
は
「
負
担
の
公
平
」

を
基
本
に
次
の
よ
う
に
決
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

【
医
療
給
付
分
】

▼
平
等
割
＝
１
世
帯
あ
た
り

２
万
６
５
０
０
円

▼
均
等
割
＝
加
入
者
１
人
あ

た
り
２
万
５
９
０
０
円

▼
所
得
割
＝
（
被
保
険
者
の

前
年
所
得
―
３３
万
円
※
）
×

６
・
９



【
介
護
納
付
金
分
】

▼
平
等
割
＝
１
世
帯
あ
た
り

４
０
０
０
円

▼
均
等
割
＝
加
入
者
１
人
あ

た
り
６
０
０
０
円

▼
所
得
割
＝
（
被
保
険
者
の

前
年
所
得
―
３３
万
円
※
）
×

０
・
９６



国
保
に
加
入
し
て
い
る
４０
〜

６４
歳
の
人
は
、
医
療
給
付
分
と

介
護
納
付
金
分
を
合
わ
せ
た
額

を
、
国
民
健
康
保
険
税
と
し
て

世
帯
主
に
納
め
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

※
＝
給
与
所
得
の
方
は
２
万

円
を
加
算
し
控
除
し
ま
す
。
ま

た
、
総
所
得
金
額
に
公
的
年
金

に
か
か
る
所
得
が
あ
る
時
は

（
平
成
１４
年
１
月
１
日
現
在
で

６５
歳
以
上
の
人
の
み
）
１７
万
円

を
控
除
し
ま
す
。

費
の
３
割
も
し
く
は
２
割
負
担

で
治
療
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

【
高
額
医
療
費
の
支
給
】

病
院
な
ど
の
窓
口
で
支
払
っ

た
医
療
費
の
自
己
負
担
が
、
上

位
所
得
者
１２
万
１
８
０
０
円

（
医
療
費
が
６０
万
９
０
０
０
円

を
超
え
た
時
は
、
そ
の
超
え
た

国
保
で
受
け
ら
れ
る
主
な
給

付
は
次
の
と
お
り
で
す
。

申
請
・
問
合
せ
先
＝
国
保
年

金
課
（
�
６３
・
１
１
２
２
）

【
療
養
の
給
付
】

病
気
・
け
が
を
し
た
時
に
病

院
な
ど
の
窓
口
で
「
保
険
証
」

を
見
せ
れ
ば
、
か
か
っ
た
医
療

部
分
の
１


を
加
算
し
ま
す
）、

一
般
６
万
３
６
０
０
円
（
医
療

費
が
３１
万
８
０
０
０
円
を
超
え

た
時
は
、
そ
の
超
え
た
部
分
の

１


を
加
算
し
ま
す
）、
府
・

市
民
税
非
課
税
世
帯
３
万
５
４

０
０
円
を
そ
れ
ぞ
れ
超
え
た
時

は
、
そ
の
超
え
た
部
分
に
つ
い

て
申
請
す
れ
ば
支
給
し
ま
す
。

【
療
養
費
の
支
給
】

次
の
よ
う
な
理
由
で
医
療
費

を
い
っ
た
ん
自
己
負
担
し
た
時

は
、
申
請
し
国
保
の
審
査
を
経

て
決
定
し
た
額
の
７
割
も
し
く

は
、
８
割
に
つ
い
て
払
い
戻
し

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

▼
コ
ル
セ
ッ
ト
や
装
具
の
費

用
▼
や
む
を
得
ず
保
険
証
の
提

示
を
せ
ず
医
療
機
関
で
診
察
を

受
け
た
時

【
出
産
育
児
一
時
金
】

被
保
険
者
が
出
産
し
た
時
に

支
給
し
ま
す
。

申
請
方
法
＝
国
保
年
金
課
に

備
え
付
け
の
申
請
用
紙
に
必
要

事
項
を
書
い
て
、
保
険
証
・
母

子
健
康
手
帳
を
持
っ
て
同
課
へ

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

支
給
額
＝
３０
万
円

【
葬
祭
費
】

被
保
険
者
が
亡
く
な
っ
た
時

に
、
葬
祭
を
行
っ
た
人
に
支
給

し
ま
す
。

申
請
方
法
＝
国
保
年
金
課
に

備
え
付
け
の
申
請
用
紙
に
必
要

事
項
を
書
い
て
、
保
険
証
・
葬

祭
を
行
っ
た
こ
と
を
証
明
で
き

る
も
の
を
持
っ
て
同
課
へ
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

支
給
額
＝
３
万
円

【
出
産
費
用
貸
付
制
度
】

妊
娠
４
か
月
以
上
で
、
出
産

ま
で
の
間
の
医
療
機
関
な
ど
へ

の
出
産
に
要
す
る
当
面
の
費
用

が
必
要
な
被
保
険
者
が
お
ら
れ

る
世
帯
の
世
帯
主
に
対
し
て
、

無
利
子
の
貸
付
制
度
を
行
っ
て

い
ま
す
。

対
象
者
＝
次
の
用
件
を
全
て

満
た
す
人
▼
世
帯
の
被
保
険
者

に
出
産
予
定
が
あ
る
こ
と
▼
６

か
月
以
上
国
民
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
る
こ
と
▼
国
民
健
康

保
険
税
を
完
納
し
て
い
る
こ
と

貸
付
限
度
額
＝
２４
万
円
以
内

返
済
は
出
産
後
に
出
産
育
児

一
時
金
の
支
給
申
請
を
し
て
い

た
だ
き
、
貸
付
分
を
精
算
し
、

残
り
の
差
額
は
出
産
育
児
一
時

金
と
し
て
支
給
し
ま
す
。

【
高
額
療
養
費
貸
付
制
度
】

高
額
療
養
費
の
支
給
対
象
と

な
る
人
で
、
か
つ
、
国
保
税
を

完
納
し
て
い
る
人
に
つ
い
て

は
、
医
療
費
の
支
払
い
が
困
難

な
時
に
、
高
額
療
養
費
の
貸
付

制
度
が
あ
り
ま
す
。

病
院
へ
の
入
院
費
用
な
ど
、

医
療
費
の
支
払
い
で
お
困
り
の

国
保
加
入
者
の
人
は
お
ら
れ
ま

せ
ん
か
。
一
度
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

よ
う
に
、
す
べ
て
の
人
は
な
ん

ら
か
の
医
療
保
険
に
加
入
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
国
民

健
康
保
険
（
国
保
）
は
、
職
場

の
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
な

い
人
や
生
活
保
護
を
受
け
て
い

な
い
人
が
加
入
す
る
医
療
保
険

制
度
の
こ
と
。
被
加
入
者
が
支

払
う
自
己
負
担
金
や
国
民
健
康

保
険
税
・
国
な
ど
か
ら
の
補
助

金
を
財
源
と
し
て
運
営
さ
れ
て

い
ま
す
。

保
険
税
は
国
保
運
営
の
大
切

な
財
源
。
保
険
税
を
納
め
な
い

で
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

災
害
な
ど
の
特
別
な
事
情
が

世
帯
の
所
得
が
一
定
金
額
以

下
の
時
は
、
保
険
税
の
軽
減
制

度
（
上
表
の
と
お
り
）
が
あ
り

2 割 
3人（世帯主を含む）世帯の時 

左の合計が138万円以下 

軽減の種類 軽減基準所得 
33万円＋35万円×被保険
者数（擬制世帯主以外）以下 

左の合計が82万円以下 
33万円＋24万5千円×被保
険者数（世帯主以外）以下 

必要 

申請 

33万円以下 

5 割 

7 割 
ただし、公的年金などにかかる所得がある世帯（65歳以上の人に限ります）の軽減世帯判定
にあたっては、15万円を控除します。 

33万円以下 

■国保税の軽減基準 

不要 

災
害
や
失
業
・
病
気
な
ど
の

特
別
な
事
情
で
保
険
税
の
納
付

が
困
難
な
時
は
、
そ
の
ま
ま
に

せ
ず
、
国
保
年
金
課
へ
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

な
い
の
に
１
年
以
上
保
険
税
を

滞
納
す
る
と
、
保
険
証
の
返
還

や
給
付
の
差
し
止
め
な
ど
の
措

置
を
受
け
る
事
に
な
り
ま
す
。

保
険
税
の
納
付
を
口
座
振
替
に
す
る

と
、
金
融
機
関
か
ら
自
動
的
に
支
払
わ

れ
ま
す
。
納
付
忘
れ
が
な
く
便
利
で
確

実
に
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
納
期

ご
と
に
金
融
機
関
に
納
め
に
い
く
手
間

が
省
け
、
一
度
の
手
続
き
で
毎
年
自
動

的
に
継
続
さ
れ
ま
す
。

口
座
振
替
へ
の
手
続
き
は
、
市
指
定

の
金
融
機
関
と
郵
便
局
で
行
っ
て
い
ま

す
。
通
帳
・
通
帳
届
出
印
・
保
険
税
の

納
付
書
を
持
っ
て
、
各
金
融
機
関
に
備

え
付
け
の
口
座
振
替
依
頼
書
に
必
要
事

項
を
書
い
て
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

口座振替が大変便利 
確実に納税できます

ま
す
。

みんなで支えあうシステム

国民健康保険に 
　　　加入しましょう 
国民健康保険に 
　　　加入しましょう 
国民健康保険に 
　　　加入しましょう 

困
っ
た
こ
と
な
ど
気
軽
に
窓
口
で
相
談
し
て
く
だ
さ
い
（
市

役
所
）
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【
４
年
生
】
▼
優
勝
…
普
賢

寺
小
Ｃ
（
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
）
・
松

市
男
女
選
抜
チ
ー
ム
と
と
も

に
、
８
月
２
日
か
ら
３
日
間
、

本
市
で
開
か
れ
る
全
国
大
会
へ

の
出
場
を
競
う
、
府
大
会
出
場

の
キ
ッ
プ
を
手
に
し
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
男
子
の
部
》

市
小
学
生
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
大

会
が
６
月
８
日
と
９
日
に
田
辺

中
央
体
育
館
と
田
辺
公
園
多
目

的
運
動
広
場
で
開
か
れ
、
６
年

生
の
部
で
男
子
は
草
内
小
学
校

チ
ー
ム
、
女
子
は
桃
園
小
学
校

チ
ー
ム
が
優
勝
。
両
チ
ー
ム
は

ごみ20�を回収�を回収 ごみ20�を回収 
市
民
の
み
な
さ
ん
に
環
境
美

化
へ
の
意
識
を
高
め
て
い
た
だ

き
、
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
よ
う
と
、
市
と
区
・
自

治
会
な
ど
は
６
月
２
日
に
「
市

民
一
斉
清
掃
」
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
の
一
斉
清
掃
に
参
加
し

た
の
は
、
１６
団
体
で
約
４
２
０

０
人
。
道
路
や
公
園
に
散
乱
す

る
ご
み
や
空
き
か
ん
を
回
収
し

た
り
、
公
園
の
雑
草
を
刈
り
取

る
な
ど
、
ク
リ
ー
ン
作
戦
を
展

開
。
回
収
さ
れ
た
ご
み
や
雑
草

の
量
は
、
約
２０
�
で
し
た
。

環
境
美
化
は
私
た
ち
自
身
の

課
題
で
あ
り
、
市
民
一
人
ひ
と

り
の
問
題
と
し
て
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
も
の
で
す
。

次
回
は
９
月
１
日
�
に
予
定

し
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

温室効果ガス削減のための取り組み 

グリーン購入の実施 

紙 の 使 用 に  
関する取り組み 

エネルギーの使用に
関する取り組み  

自動車の使用に
関する取り組み 

その他その他 

夏のエコスタイル
キ ャ ン ペ ー ン  

自動車の管理自動車の管理 

設備の導入設備の導入 

廃棄物処理に
係る取り組み  

取
り
組
み
項
目

取
り
組
み
項
目 

日
常
的
な
取
り
組
み

日
常
的
な
取
り
組
み 

主
要
な
取
り
組
み

主
要
な
取
り
組
み 

グリーン購入の実施 

紙 の 使 用 に  
関する取り組み 

エネルギーの使用に
関する取り組み  

自動車の使用に
関する取り組み 

その他 

夏のエコスタイル
キ ャ ン ペ ー ン  

自動車の管理 

設備の導入 

廃棄物処理に
係る取り組み  

取
り
組
み
項
目 

日
常
的
な
取
り
組
み 

主
要
な
取
り
組
み 

温
室
効
果
ガ
ス

総

排

出

量

平
成
１２
年
度
（
基
準
年
度
）

に
本
市
の
対
象
施
設
（
主
に
市

の
公
共
施
設
）
か
ら
排
出
さ
れ

た
温
室
効
果
ガ
ス
の
総
排
出
量

は
、
１
千
３
９
万
１
３
１
㎏
―

Ｃ
Ｏ
２

と
な
っ
て
い
ま
す
。

中
で
も
最
も
排
出
量
の
多
い

の
は
、
二
酸
化
炭
素
で
全
体
の

９７
・
６


を
占
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
排
出
に
最
も
関
係
し

て
い
る
活
動
は
、
電
力
に
よ
る

も
の
が
４８
・
０


占
め
、
以
下

一
般
廃
棄
物
の
焼
却
に
よ
る
も

の
が
３８
・
４


、
灯
油
に
よ
る

も
の
が
３
・
８


と
な
っ
て
い

ま
す
。

計
画
の
背
景

実
行
計
画
は
、
平
成
１０
年
に

制
定
さ
れ
た
「
地
球
温
暖
化
対

策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
の

中
で
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
抑
制

を
図
る
た
め
、
国
・
地
方
公
共

団
体
・
事
業
者
・
国
民
に
そ
れ

ぞ
れ
の
役
割
分
担
を
定
め
て
い

ま
す
。

特
に
、
地
方
公
共
団
体
に
対

し
て
は
「
温
室
効
果
ガ
ス
の
排

出
の
抑
制
等
の
た
め
の
措
置
に

関
す
る
計
画
（
実
行
計
画
）」

の
策
定
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
今
回
策
定
し
た

も
の
で
す
。

地
球
の
温
暖
化
が
進
む
と
異

常
気
象
や
自
然
災
害
な
ど
、
私

た
ち
の
生
命
を
脅
か
す
問
題
に

つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
て
お

り
、
こ
れ
ま
で
の
大
量
生
産
・

大
量
消
費
・
大
量
廃
棄
型
の
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
見
直
し
て
、

早
急
に
防
止
対
策
を
取
ら
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

計
画
の
期
間

実
行
計
画
は
、
平
成
１２
年
度

の
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
を

基
準
と
し
て
、
同
１４
年
度
か
ら

同
１８
年
度
ま
で
の
５
年
間
を
実

行
計
画
の
期
間
と
し
て
い
ま

す
。削

減
へ
の
取
り
組
み

本
市
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
の

排
出
量
削
減
の
た
め
、
日
々
の

公
務
の
中
で
左
表
の
と
お
り
日

常
的
な
取
り
組
み
と
主
要
な
取

京
田
辺
市
は
、
本
市

自
ら
が
排
出
す
る
温
室
効
果
ガ
ス

の
削
減
を
目
的
と
し
た
「
京
田
辺
市
地

球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
」
を
定
め
ま
し

た
。
同
計
画
で
は
、
本
市
の
温
室
効
果
ガ
ス

総
排
出
量
の
削
減
目
標
を
、
平
成
１２
年
度
の
排

出
量
の
５
�
以
上
の
削
減
を
同
１８
年
度
ま
で
に

達
成
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
地
球
温
暖

化
対
策
は
公
共
団
体
の
責
務
で
も
あ
り
ま

す
。

問
合
せ
先
＝
生
活
環
境
課

（
�
６４
・
１
３
６
６
）

温室効果
ガ　　ス 18年度達成に全力

4200人が道路や公園で
一
斉
清
掃

総
排
出
量
の
削
減
目
標

本
市
の
総
排
出
量
の
削
減
目

標
は
、
基
準
年
度
（
平
成
１２
年

度
）
の
温
室
効
果
ガ
ス
総
排
出

量
１
千
３
９
万
１
３
１
㎏
―
Ｃ

Ｏ
２

の
５


以
上
の
削
減
を
平

成
１８
年
度
ま
で
に
達
成
す
る
こ

と
で
す
。

見
直
そ
う
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル 

り
組
み
と
を
有
効
に
組
み
合
わ

せ
な
が
ら
削
減
達
成
を
目
指
し

ま
す
。

主
な
日
常
的
な
取
り
組
み
と

し
て
は
、
環
境
へ
の
負
荷
が
少

な
い
物
品
の
調
達
（
グ
リ
ー
ン

購
入
）、
両
面
コ
ピ
ー
の
促
進

や
紙
の
再
利
用
、
不
必
要
な
照

明
の
消
灯
、
空
調
設
備
の
適
正

利
用
、
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
推
進

な
ど
。

主
要
な
取
り
組
み
と
は
、
既

存
の
設
備
や
仕
組
み
を
変
更
す

る
こ
と
に
よ
り
、
排
出
ガ
ス
を

抑
制
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、

主
な
も
の
と
し
て
、
市
の
施
設

の
適
正
な
冷
房
の
推
進
や
職
員

の
軽
装
勤
務
の
奨
励
、
低
公
害

車
の
導
入
、
太
陽
光
発
電
装
置

や
省
エ
ネ
タ
イ
プ
の
照
明
設
備

な
ど
の
導
入
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
焼
却
施
設
の
全
連
続

燃
焼
式
へ
の
切
り
替
え
や
ご
み

減
量
化
な
ど
も
有
効
な
手
段
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

井
ケ
丘
小
Ｄ
（
Ｂ
ブ
ロ
ッ

ク
）
・
草
内
小
Ｃ
（
Ｃ
ブ
ロ
ッ

ク
）
▼
準
優
勝
…
松
井
ケ
丘
小

Ｃ
（
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
）
・
桃
園
小

Ｃ
（
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
）
・
薪
小
Ｂ

（
Ｃ
ブ
ロ
ッ
ク
）【
５
年
生
】
▼

優
勝
…
田
辺
小
Ｂ
▼
準
優
勝
…

桃
園
小
Ｂ
▼
第
３

位
…
草
内
小
Ｂ

【
６
年
生
】
▼
優

勝
…
草
内
小
Ａ
▼

準
優
勝
…
桃
園
小

Ａ
▼
第
３
位
…
薪

小
Ａ《

女
子
の
部
》

【
４
年
生
】
▼

優
勝
…
三
山
木
小

ｃ
（
Ａ
ブ
ロ
ッ

ク
）
・
桃
園
小
ｃ

（
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
）
▼
準
優
勝
…

松
井
ケ
丘
小
ｄ
（
Ａ
ブ
ロ
ッ

ク
）
・
松
井
ケ
丘
小
ｅ
（
Ｂ
ブ

ロ
ッ
ク
）【
５
年
生
】
▼
優
勝

…
田
辺
東
小
ｂ
▼
準
優
勝
…
三

山
木
小
ｂ
▼
第
３
位
…
田
辺
東

小
ｃ
【
６
年
生
】
▼
優
勝
…
桃

園
小
ａ
▼
準
優
勝
…
田
辺
東
小

ａ
▼
第
３
位
…
松
井
ケ
丘
小
ａ

こ
の
計
画
で
対
象
と
す
る
温
室
効
果
ガ
ス
と
は
、
二
酸
化
炭
素
・
メ
タ
ン
・
一
酸
化
二
窒

素
・
ハ
イ
ド
ロ
フ
ル
オ
ー
ロ
カ
ー
ボ
ン
・
パ
ー
フ
ル
オ
ロ
カ
ー
ボ
ン
・
六
ふ
っ
化
硫
黄
の
６

種
類
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
中
で
も
、
排
出
量
が
多
く
、
地
球
温
暖
化
へ
一
番
影
響
を
与

え
て
い
る
の
が
二
酸
化
炭
素
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

温
室
効
果
ガ
ス
と
は 

全
国
大
会
を
め
ざ
し
て

草
内
小

（男子）
・
桃
園
小

（女子）
が
府
大
会
へ

市 小 学 生
ハンドボール

多くの市民が参加した一斉清掃（山手南地域）
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F
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美しい桜並木を次代に伝えましょう（虚空蔵谷川沿い）

京
田
辺
市
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画

京
田
辺
市
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画 
京
田
辺
市
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画 

速攻を決めシュートをする選手㊤
炎天下の中、応援するみなさん
（田辺公園多目的運動広場）


